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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
十
四
』
（
昭
和
五
六
年
四
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
お
よ
び
平

城
京
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
主
要
な
も
の
を
収
録
し
た
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

　
　
第
一
二
八
次
調
査
（
６
Ａ
Ｌ
Ｒ
－
Ｑ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
六
年
一
月
～
六
月

　
調
査
地
は
、
平
城
宮
東
張
出
部
の
西
辺
中
央
の
南
寄
り
の
地
域
で
、

調
査
区
は
、
第
二
二
次
南
調
査
区
の
南
と
、
第
一
〇
四
次
調
査
区
の

東
に
隣
接
す
る
。

　
検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
、
掘
立
柱
塀
、
築
地
塀
、
井
戸
、

溝
な
ど
で
、
Ａ
～
Ｄ
期
の
四
期
に
大
別
で
き
、
さ
ら
に
各
期
は
Ａ
～

ん
、
ふ
～
別
ヽ
Ｇ
～
Ｇ
期
の
小
期
に
細
分
で
き
る
・
Ａ
期
は
和
銅
創

建
以
後
で
、
自
然
地
形
に
即
し
て
東
北
か
ら
西
南
へ
流
れ
る
斜
行
溝

を
中
心
と
し
て
水
路
を
掘
り
ヽ
建
物
は
ん
期
に
な
る
と
造
ら
れ
る
・

Ｂ
期
に
は
、
調
査
区
中
央
に
こ
の
地
域
を
区
画
す
る
南
北
掘
立
柱
塀

Ｓ
Ａ
五
七
四
〇
を
造
り
、
建
物
も
多
く
な
る
。
水
路
も
剔
期
に
整
備

さ
れ
る
。
Ｃ
期
は
奈
良
時
代
末
期
で
、
Ｓ
Ａ
五
七
四
〇
に
代
っ
て
南

北
築
地
塀
Ｓ
Ａ
五
七
六
〇
を
築
き
、
そ
の
東
で
は
井
戸
や
建
物
の
造

改
作
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
西
は
、
少
子
部
門
（
東
張
出
部
南
面
西
端

の
門
）
か
ら
北
進
す
る
宮
内
道
路
と
な
る
。
Ｄ
期
は
平
安
時
代
で
あ

る
。
木
簡
は
、
Ａ
～
Ｃ
期
の
溝
八
個
所
、
土
墳
二
個
所
か
ら
総
計
七

四
点
が
出
土
し
た
。

　
　
　
Ａ
期

　
Ｓ
Ｄ
八
六
〇
〇
Ｂ
　
調
査
区
西
北
部
で
検
出
し
た
東
北
か
ら
西
南

へ
斜
行
す
る
溝
で
、
ん
期
に
属
す
る
・
幅
は
三
ｍ
で
ヽ
両
岸
を
シ
ガ

i
r
ノ
f
f
f
で
護
岸
す
る
。
下
層
に
か
期
に
属
す
る
素
掘
り
溝
Ｓ
Ｄ
八
六
〇

〇
Ａ
が
あ
る
。
木
簡
は
廃
絶
時
の
埋
土
か
ら
一
点
出
土
し
た
。
な
お

第
一
〇
四
次
調
査
で
そ
の
下
流
部
を
検
出
し
、
堆
積
土
か
ら
和
銅
二

～
八
年
の
年
紀
の
あ
る
も
の
を
含
む
木
簡
一
〇
七
点
が
出
土
し
た

　
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
十
二
』
）
。

　
Ｓ
Ｄ
九
六
四
八
　
Ｓ
Ｄ
八
六
〇
〇
Ｂ
に
東
か
ら
合
流
す
る
東
西
溝

で
、
ん
期
に
属
す
る
。
幅
一
・
四
ｍ
で
、
両
岸
を
シ
ガ
ラ
ミ
で
護
岸

す
る
。
木
簡
は
二
点
出
土
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
九
六
二
〇
　
調
査
区
北
辺
中
央
か
ら
西
南
方
へ
流
れ
る
溝
で
、

ん
期
に
属
す
る
・
深
さ
〇
・
五
ｍ
で
ヽ
一
部
に
杭
と
側
板
に
よ
る
護

岸
施
設
が
の
こ
る
。
上
層
に
は
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
に
よ
る
堆
積
土
が
広

が
っ
て
い
る
。
木
簡
は
一
九
点
出
土
し
、
上
層
堆
積
土
か
ら
天
平
元

年
の
年
紀
の
あ
る
も
の
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
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Ｓ
Ｄ
三
一
九
三
Ａ
　
Ｓ
Ｄ
九
六
二
〇
の
西
岸
に
と
り
つ
く
玉
石
組

の
東
西
溝
で
、
天
平
十
二
年
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。

　
　
　
Ｂ
期

　
Ｓ
Ｄ
三
一
こ
二
　
Ｓ
Ｄ
九
六
二
〇
に
代
っ
て
、
そ
の
西
五
ｍ
に
設

け
ら
れ
た
斜
行
溝
で
、
剔
・
1
3
2
期
に
属
す
る
・
深
さ
〇
・
五
ｍ
ｌ
木

簡
は
八
点
出
土
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
Ｂ
　
調
査
区
西
辺
に
検
出
し
た
南
北
溝
で
1
3
3
期
に

属
し
、
こ
の
時
期
の
基
幹
の
排
水
路
で
あ
る
。
木
簡
は
一
一
点
出
土

し
た
。

　
　
　
Ｃ
期

　
Ｓ
Ｄ
三
一
〇
九
　
築
地
Ｓ
Ａ
五
七
六
〇
の
東
雨
落
溝
と
基
幹
排
水

路
の
機
能
を
兼
ね
る
南
北
溝
で
、
Ｇ
期
に
造
ら
れ
る
。
幅
○
・
八
ｍ

で
、
底
面
に
玉
石
を
敷
き
、
両
岸
を
側
板
と
杭
で
護
岸
す
る
。
木
簡

は
二
八
点
出
土
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
九
六
二
Ｉ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
Ｂ
の
西
に
位
置
す
る
南
北
溝
で

あ
る
。
時
期
不
明
。
木
簡
は
一
点
出
土
し
た
。
こ
の
ほ
か
北
辺
中
央

の
土
墳
か
ら
も
三
点
出
土
し
た
。

　
な
お
＆
期
の
土
墳
Ｓ
Ｋ
九
六
〇
八
Ａ
か
ら
「
蔵
人
」
　
「
蔵
人
所
」

の
墨
書
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　
　
第
一
二
九
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ａ
Ｘ
Ｄ
・
Ｇ
・
Ｈ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
六
年
四
月
～
七
月

　
調
査
地
は
、
推
定
第
二
次
内
裏
北
外
郭
官
管
地
域
の
東
北
方
で
、

宮
北
面
大
垣
の
す
ぐ
南
、
水
上
池
南
土
手
の
南
方
に
あ
た
る
。

　
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
ヱ
（
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、

溝
一
一
条
、
井
戸
一
基
、
焼
土
ピ
ッ
ト
五
基
、
土
墳
九
基
等
で
あ
る
。

遺
構
は
、
Ａ
期
（
平
城
宮
造
営
以
前
）
、
Ｂ
期
（
和
銅
～
天
平
前
半
）
、

Ｃ
期
（
天
平
後
半
～
天
平
宝
字
）
、
Ｄ
期
（
天
平
宝
字
～
奈
良
時
代

末
）
、
Ｅ
期
（
平
安
時
代
初
）
の
五
時
期
に
大
別
で
き
る
。
こ
の
地

域
は
、
Ｂ
期
に
は
溝
・
土
墳
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
、
Ｃ
期
に
な
っ
て

整
然
と
し
た
建
物
配
置
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
格
的
に
利
用

さ
れ
は
じ
め
る
。

　
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
Ｂ
か
ら
一
七
一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
二
七

〇
〇
は
宮
域
東
部
の
基
幹
排
水
溝
で
、
す
で
に
南
の
第
二
Ｉ
次
調
査

区
で
そ
の
下
流
を
検
出
し
、
宮
内
省
関
係
の
も
の
を
含
む
木
簡
二
九

〇
点
が
出
土
し
た
（
『
平
城
宮
木
簡
二
』
）
。
本
調
査
区
で
は
、
Ｓ
Ｄ

二
七
〇
〇
Ａ
・
Ｂ
の
二
時
期
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
Ａ
は
、
調
査

区
東
部
に
検
出
し
た
素
掘
り
の
溝
で
、
西
北
か
ら
東
南
へ
斜
行
し
、

途
中
で
折
れ
て
南
流
す
る
。
Ｂ
期
に
属
す
る
。
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
Ｂ
は

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
七
Ａ
を
東
へ
迂
回
さ
せ
た
溝
で
、
調
査
区
東
辺
を
北

２



か
ら
西
南
へ
ゆ
る
く
カ
ー
ブ
し
て
流
れ
、
南
端
で
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
Ａ

に
合
流
す
る
。
Ｃ
期
に
掘
ら
れ
る
。
す
ぐ
東
に
水
路
が
あ
る
た
め
一

部
し
か
完
掘
で
き
な
か
っ
た
が
、
最
大
幅
二
・
二
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
五

～
一
・
七
ｍ
の
素
掘
り
溝
で
、
堆
積
土
は
上
・
中
・
下
層
の
三
層
に

大
別
で
き
る
。
上
層
に
は
Ｉ
〇
世
紀
か
ら
中
・
近
世
に
至
る
遺
物
を

含
む
。
木
簡
は
す
べ
て
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
年
紀
を
も
っ
木
簡
は
、

口
平
十
二
年
・
天
平
十
五
年
各
一
点
、
同
十
八
年
二
点
、
同
十
九
年

一
点
、
天
平
口
年
・
天
平
が
各
一
点
で
、
ほ
ぼ
天
平
後
半
に
属
し
、

荷
札
も
三
点
が
天
平
十
二
年
以
降
の
郡
・
郷
記
載
で
あ
る
。
内
容
で

は
、
女
儒
の
歴
名
な
ど
女
官
に
関
す
る
も
の
が
注
目
さ
れ
、
共
伴
し

た
天
平
十
八
年
の
年
紀
と
皇
后
宮
職
「
少
属
川
原
蔵
人
凡
」
の
名
を

墨
書
し
た
須
恵
器
蓋
（
三
五
頁
所
属
）
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
第
一
三
三
次
調
査
（
６
Ａ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｈ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
六
年
一
〇
月
～
同
五
七
年
二
月

　
調
査
地
は
平
城
宮
の
南
面
西
門
位
置
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
主
な

遺
構
は
、
南
面
西
門
Ｓ
Ｂ
ス
‥
）
二
〇
〇
、
南
面
大
垣
Ｓ
Ａ
こ
Ｉ
〇
〇
、

宮
内
の
池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
一
〇
二
四
〇
、
二
条
大
路
Ｓ
Ｆ
九
四
四
〇
、

同
南
北
両
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
一
九
九
・
こ
一
五
〇
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
二
五
〇
な
ど
で
あ
る
（
第
一
図
）
。
木
簡
は
、
四
個
所
の
遺
構

か
ら
総
計
一
一
一
七
点
が
出
土
し
、
今
回
報
告
の
中
で
は
最
も
多
い
。

　
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
　
二
条
大
路
北
側
溝
に
当
る
東
西
溝
で
あ
る
。
調

査
区
の
東
よ
り
で
は
幅
約
三
・
〇
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
二
ｍ
で
あ
る
が
、

西
へ
行
く
に
つ
れ
て
広
く
な
り
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
五
〇
と
の
合

流
点
以
西
で
は
、
幅
一
〇
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
五
ｍ
と
な
る
。
南
面
西
門

Ｓ
Ｂ
一
〇
二
〇
〇
の
前
の
部
分
に
は
、
橋
脚
Ｓ
Ｘ
ス
‥
）
二
六
〇
が
あ

り
、
橋
脚
か
ら
西
方
で
は
両
岸
を
杭
や
し
が
ら
み
で
護
岸
し
て
い
る
。

溝
肩
の
位
置
は
変
遷
が
あ
り
、
い
く
度
か
改
修
を
う
け
て
い
る
。
木

簡
は
総
計
一
〇
八
七
点
出
土
し
た
。
出
土
地
点
は
溝
全
体
に
わ
た
る

が
、
Ｓ
Ｄ
ス
‥
）
二
五
〇
か
ら
遺
物
が
流
入
し
て
お
り
、
そ
の
合
流
点

か
ら
多
数
出
土
し
て
い
る
。
年
紀
・
年
号
の
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は

年
代
の
推
定
で
き
る
も
の
は
、
神
亀
三
年
・
同
六
年
各
一
点
、
天
平

八
年
二
点
、
同
十
五
年
一
点
、
天
平
勝
宝
二
年
三
点
、
同
三
年
一
点
、

天
平
勝
宝
三
点
、
天
平
宝
字
四
年
・
神
護
景
雲
各
一
点
、
神
護
景
雲

元
年
か
ら
造
営
さ
れ
た
東
内
に
関
す
る
も
の
一
点
の
総
計
一
五
点
が

出
土
し
、
神
亀
三
年
か
ら
神
護
景
雲
ま
で
の
四
〇
年
余
聞
に
わ
た
る
。

内
容
的
に
は
文
書
で
は
門
の
守
衛
に
当
っ
た
と
思
わ
れ
る
衛
門
府
・

衛
士
府
に
関
す
る
も
の
と
、
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
に
当
っ
た
「
造

西
仏
殿
司
」
や
宮
内
造
営
に
当
っ
た
催
造
司
な
ど
造
営
関
係
の
も
の

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
「
御
門
司
所
」
　
「
門
司
」
や
「
若

３－-



犬
養
門
」
の
門
号
を
記
す
も
の
も
あ
り
、
宮
城
門
Ｓ
Ｂ
一
〇
二
〇
〇

の
近
辺
か
ら
出
土
し
た
こ
と
と
関
連
し
て
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
長

岡
・
平
安
宮
の
南
面
西
門
は
若
犬
養
門
で
あ
る
。
ま
た
大
学
寮
辺
で

盗
ま
れ
た
常
陸
国
那
賀
郡
人
の
馬
の
捜
索
に
関
す
る
文
書
は
、
平
安

京
で
大
学
寮
が
宮
の
前
面
の
左
京
三
条
一
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
に

所
在
し
た
こ
と
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
官
司
名
で
は

典
薬
寮
、
内
蔵
寮
、
大
膳
な
ど
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
荷
札
で
は

衛
士
の
文
書
木
簡
と
関
連
し
て
衛
士
養
銭
付
札
六
点
が
あ
り
、
ま
た

田
原
鋳
銭
司
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
「
田
原
銭
五
千
文
」
の
付
札

が
出
土
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
五
〇
　
宮
内
の
池
状
遺
構
Ｓ
Ｇ
一
〇
二
四
〇
か
ら
南

面
大
垣
の
下
を
通
っ
て
Ｓ
Ｄ
こ
一
五
〇
へ
通
じ
る
素
掘
り
の
南
北
溝

で
、
門
Ｓ
Ｂ
ス
‥
）
二
○
○
の
西
八
ｍ
に
位
置
す
る
。
最
大
幅
七
ｍ
。

大
垣
の
下
で
は
暗
渠
が
二
回
に
わ
た
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
北
端
の

溝
口
の
Ｓ
Ｇ
一
〇
二
四
〇
の
東
南
隅
に
は
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
五
〇
へ
の
導

水
を
調
節
す
る
施
設
Ｓ
Ｘ
一
〇
二
三
〇
を
造
り
、
ま
た
溝
の
南
端
の

Ｓ
Ｄ
二
一
五
〇
と
の
合
流
部
に
は
、
河
原
石
の
石
組
み
の
水
受
け
の

施
設
を
設
け
る
。
木
簡
は
二
〇
点
出
土
し
た
。
注
目
す
べ
き
も
の
と

し
て
は
、
内
膳
司
の
小
子
部
門
司
あ
て
の
牒
が
あ
る
。

　
Ｓ
Ｇ
一
〇
二
四
〇
　
調
査
区
の
西
北
隅
に
検
出
し
た
池
状
遺
構
で
、

門
Ｓ
Ｂ
一
〇
二
〇
〇
の
西
北
一
四
ｍ
に
位
置
す
る
。
本
調
査
区
で
は

そ
の
東
南
隅
を
南
北
一
〇
ｍ
、
東
西
二
二
ｍ
の
範
囲
で
検
出
し
た
に

と
ど
ま
り
、
遺
構
は
さ
ら
に
調
査
区
の
北
・
西
へ
の
び
る
。
深
さ
Ｉ

・
五
ｍ
。
南
岸
は
杭
・
シ
ガ
ラ
ミ
で
護
岸
す
る
。
秋
篠
川
旧
流
路
の

窪
地
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
一
〇
世
紀
初
め
ま
で
存

続
す
る
。
底
に
何
個
所
か
深
い
凹
み
が
あ
り
、
木
簡
は
そ
の
凹
み
か

ら
八
点
出
土
し
た
。
年
紀
を
記
す
も
の
は
な
い
が
、
里
制
記
載
の
付

札
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
Ｓ
Ｂ
一
〇
二
〇
〇
の
北
の
東
西
溝

Ｓ
Ｄ
一
〇
二
二
〇
か
ら
木
簡
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

第
二
Ｉ
エ
（
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｉ
・
Ｂ
Ｊ
・
Ｂ
Ｖ
・
Ｂ
Ｗ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
七
年
一
月
？
四
月

　
調
査
地
は
推
定
第
一
次
朝
堂
院
地
区
の
東
南
隅
に
当
る
。
調
査
の

結
果
、
朝
堂
院
東
面
の
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
五
五
五
〇
、
南
面
の
掘
立
柱

塀
Ｓ
Ａ
九
二
〇
一
の
接
合
部
を
検
出
し
、
第
一
次
朝
堂
院
に
は
朝
集

殿
院
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
か
ら
四
七
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
三
七
一

五
は
、
Ｓ
Ａ
五
五
五
〇
の
東
一
八
ｍ
に
位
置
す
る
南
北
溝
で
、
宮
内

の
基
幹
排
水
溝
の
一
つ
で
あ
る
。
幅
三
・
六
ｍ
。
木
簡
は
調
査
区
の

南
端
で
、
溝
に
架
設
さ
れ
た
橋
の
橋
脚
付
近
に
堆
積
し
た
木
質
堆
積

４



層
か
ら
出
土
し
た
。

　
な
お
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
は
、
す
で
に
第
四
一
・
九
七
・
一
〇
二
・
一

一
一
次
調
査
で
そ
の
上
流
部
を
検
出
し
、
い
ず
れ
も
木
簡
が
出
土
し

て
い
る
（
『
平
城
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
五
・
十
一
～
十
三
）
。

　
　
第
一
四
一
－
一
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｆ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
七
年
四
月

　
調
査
地
は
法
華
寺
旧
境
内
の
西
南
部
に
当
り
、
第
二
ご
ニ
ー
四
次

調
査
区
の
す
ぐ
東
に
位
置
す
る
。
前
回
の
調
査
で
は
、
法
華
寺
南
辺

を
限
る
東
西
掘
立
柱
塀
や
そ
の
外
側
の
東
西
溝
、
内
側
の
園
池
を
検

出
し
、
東
西
溝
（
四
四
点
）
と
園
池
（
一
点
）
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。

本
調
査
で
は
、
東
西
溝
の
東
の
延
長
部
を
検
出
し
、
「
采
女
」
と
記

す
習
書
の
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。
溝
は
幅
三
・
二
ｍ
、
深
さ
○
・

八
ｍ
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
第
一
三
〇
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｙ
・
Ｂ
Ｚ
区
）
で
、
朱
雀

大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
九
二
〇
と
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｔ
一
五
〇
の

交
点
か
ら
二
点
、
第
一
三
四
－
三
次
（
６
Ａ
Ｅ
Ａ
区
）
奈
良
女
子
大

学
講
堂
建
設
予
定
地
の
調
査
で
、
江
戸
時
代
の
奈
良
町
奉
行
所
の
北

堀
か
ら
一
五
点
、
法
隆
寺
防
災
工
事
に
伴
う
調
査
で
塔
頭
正
覚
寺
跡

に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
で
検
出
し
た
池
か
ら
二
点
が
出
土
し
た
が
、

い
ず
れ
も
本
概
報
に
は
収
録
し
な
か
っ
た
。
奈
良
町
奉
行
所
北
堀
出

土
の
も
の
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
安
永
九
・
十
年
の
金
剛
院
の

護
摩
札
な
ど
を
含
む
。
法
隆
寺
出
土
の
も
の
も
共
伴
遺
物
か
ら
み
て

江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

　
二
、
凡
　
例

Ｈ
　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
掲
げ
、
同
一
遺
構
の
中
で
は
、
内
容

分
類
に
よ
っ
て
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
す
る
の
を
原

則
と
し
た
。

口
　
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア
ル
フ
ズ
ッ
ト
・
数
字
）
、
次
の
段
に

形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
三
桁
の
数
字
で
表
わ
し
た
。

否
に
型
式
　
長
方
形
の
材
。

否
ぶ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

否
応
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
１
１
　
・
６
０
３
２
’
６
０
５
１

　
　
　
　
　
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
口
型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。

否
認
型
式
　
小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

否
口
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

５－



　
　
　
　
　
の
。
方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

目
路
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

呂
路
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他

　
　
　
　
　
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呂
胞
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た

　
　
　
　
　
も
の
。
原
形
は
呂
ａ
ｉ
＊
６
０
３
２
＊
６
０
３
３
型
式
の
い
ず
れ
か

　
　
　
　
　
と
推
定
さ
れ
る
。

目
印
型
式

呂
沼
型
式

呂
雲
型
式

呂
呂
型
式

目
回
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折

損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

原
形
は
呂
３
３
　
・
　
６
０
５
１
形
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

折
損
・
割
截
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し

な
い
も
の
。

呂
Ｓ
型
式
　
削
屑
。

曰
　
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

く

く
抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍

　
に
付
し
た
。

■
Ｉ
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

口
口
口
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

Γ
－
Ｌ
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

口
口
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

じ
口
記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に
少
く
と
も
一
字
以
上

　
　
　
　
の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

¬

に

異
筆
、
追
筆

白
合
　
点

・
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

・
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

マ
マm

x.＿ノ

へ

Ｗ

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文

字
を
含
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
明
注
。

四
　
釈
文
の
出
土
地
点
の
上
に
付
し
た
※
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真

を
掲
げ
た
木
簡
を
示
す
。
※
の
数
は
図
版
番
号
を
示
す
。

－６



第
一
二
八
次
調
査
（
６
Ａ
Ｌ
Ｒ
－
Ｑ
区
）

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
八
六
〇
〇
Ｂ

QM

ﾖ9

昭1

●

族
［
匹
］
葡
鴻
」
ロ
ロ

　
　
ロ
速
産
差
口

口
ｆ
漣
瀞
」
若
垣

　
　
　
　
口
口

口
口

口
口
口
丿
鋒

口
口
口
口
ｋ

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
九
六
四
八

Ｋ
■
Ｃ
Ｄ

Ｑ
３

俐
　
・
刄
位
松
永
宣
口

・
夫
大
か
郵
口

詔Ｈ
ざ
Ｑ
３

Ｈ
‐
’
コ

Ｑ
３GH

３５

奴
。

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
九
六
二
〇

叩1031

口口
口北

口又
口如
口之

南
莉
防
壁

03Z

官

・
官

03Z

官

・
官

１ａ
り
ｏ

・
口
・
岐
郡

・
口
口
口

但
牝
噫

ユ
枚

－７



Ｐ
８

ｃ
ｊ
ｒ
ｎ

？７０

背

on

Ｍ
ｌ
Ｏ

Ｏ
Ｊ
ｒ
ｎ

∴
‥
‥
】
玉
ヰ
皿
０
０

芦
二
斗
口
口

二
４

郷
口
玉
非

・
天
平
一
刄
洋
（
月
十
九
曰

・
阿
ロ
ロ
　
‥
」
竹
原
郷
ロ
ロ

ー
ロ
ロ
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ロ

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三
一
九
三
Ａ

03?

夭
平
十

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
三
一
コ
ニ

賢
ｍ

智

湘

二
年
十
月

・
脩
前
國
上
蓋
郡
屑
漸
郷

・
和
仁
マ
水
着
万
呂
よ
斗

〃Ｓ

棟
長
四
丈
口

Ｃ
Ｑ
Ｏ

Ｃ
６
ｒ
ｏ

Ｒ
８
Ｑ
３

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
Ｂ

ao

３８

011

・
返
抄

？３
‘

ａ矧

腎
Ｃ
Ｃ
Ｏ

Ｑ
Ｓ
ｃ
ｎ

巧錆 〔
茄
Ｊ
〕口
子
七
斗
人

什

　
　
・
　
十
月
三
日
吏
車
詩
友

・
若
演
ｉ
遠
敷
郡
野
鋳
家
趾
彊
口

・
　
　
　
　
　
十
月
‥
十
工
日

口
邱
」
咽

口
身
声
呂
二
荷

？ａ
７０
０
・

Ｑ

一
尤
位
大
内

挿
凛
ｉ
晋
茂
原
ロ
ロ
肩
ロ
ロ

口
口
口
口

天
ギ
勝
影
印

８



Ｔ
歩
ｂ

Ｑ
３

s
：
≪
≫

r
t
ｃ
ｒ
＞

Ｆ
６
・

Ｑ
３

Ｌ
６
Ｑ
ヨ

Ｋ
＜
ｏ

Ｃ
３
５
３

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
一
〇
九

？
・
７Ｑｍ

　
　
　
口

　
口
条
ふ

「
十
口
条

口口各
捌口き

　剔

十三

一条

条各

名]反

債
前
口
口

口

４
？
屏
’
Ｊ

0
8
1
’
高
屋
艦
艇
砿
覇
口

　
　
口

・
口
口
盤

　
　
童
Ｊ

盤
盤
盤
口

　
　
　
Ｉ
Ｊ

ひ39７Ｑ
Ｕ
Ｏ

よ
賭
ロ
ロ
ロ

又
上
丁
七
百
鴎
〕

　
　
　
　
口

Ｋ
６
Ｑ
３

Ｋ
６
Ｑ
３

Ｋ
６
Ｑ
３

QK

３６

訪

0阿

Ａ
Ｃ
Ｏ

Ｏ
ｒ
ｒ
v

四

副
　
二
百
’
又
上
Ｊ
「
未
Ｌ
昌

７８ａ

　口
ニロ
百口

丈口ち

　口

測
　
口
文
口

１卵

口
口

王
臣
口

　
口渇

司

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
六
二
Ｉ

・
押
与
口
口
封

・
口
口
玉
斗

″
ｐ

‐
‐
’

累

口
口
口
口
口

口
井
郷
口
口
口

９－-



米

第
一
二
九
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ａ
－
Ｄ
・
Ｇ
・
Ｈ
区
）

＆
『
３

Ｑ
３詰詔

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
Ｂ

７／ａ
７８０１８０

　
女
鴇

１１

口
皆
々

　
ロ
ー
蔀

　
Ｑ
ｊ

　
口
別
長
口

１
　
１
］
寸
七

　
口
丈
口
口

　
？
２

口
口
口
尺

天
平

市
持
宅
良

体
重
師
大
虫

拓
か
す
鬘
王

十
へ

年

十
－

・
口
口
口

　
　
　
口

　
掃
部
口

右
口

口
や
口

　
　
（
Ｋ
-
＊
l

佐
口
口

　
考
部

啓

∂81

n
ｒ
－
十
＼
二
日卵

33

卵

32，

井
於
王

口
木
王

天
平
十
（
年
潤
九
月
せ
口
日

口
口
口
口
口
口

？７θ咄

口

●

ヽ
で
貪
個

天
平
十
か
キ
十

口
口

口
口
口

一
月
ｖ
＼
ｑ
ｉ
Ｗ
口

10



口

米

Ｆ
今
Ｇ
・
３

貿註Ｄ
４
Ｇ
．
３

７８０１Ｑ
Ｕ
Ｏ081011

口
中
陪
孤
口
口

七
月
口
口
札
鼠
７
貫
十
口
］
パ
升

口
口
口
口
口
（
弁

言
言
且

口
口
口
三
丿
二
什
口
合

次
長
高
市
島
継

｛
紀
　
三
Ｊ

　
口
口
口

吉
耳
勝
こ
二

‥
畳
口

薩
姓

汐
嗜

安
暑
Ｔ
肩
7
7
白

口
天
平
才
一
年
ロ
ロ
玉
日
蒙
口

贈
名
氏

帽

三
ｆ

「
」
　
口

双
伊

五
　
口

（
ロ
ロ
ロ

口

爾

11－
-



Ｆ
ｏ
ｎ

＆
・
ヨ

(折

3え

Ｑ
え
ａ
‐
３剪

t
ｈ
-
Ｃ
Ｔ
)

＆
‐
１
ヨ

Ｈ
Ｃ
Ｏ

Ｇ
。
ヨ

Ｈ
３
４
‥
『
３

７卵砧'/

ﾌﾟt
％

豆郡
析
幽
海
了
櫛
季
二
月
有
御
贅
佐
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第２図　平城宮木簡出土地点略図

F71既発掘地

匯E1 1981年度発掘地

　●　木簡出土地

　▼　1981年度木簡出土地
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